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出雲市北東部に位置する平田町は、宍
道湖につながる水運に恵まれ、特に、
江戸末期から明治初期の時代に良質な
木綿の交易拠点として栄えました。そ
のため、同町の新町、片原町、宮の町
周辺は「木綿街道」と呼ばれています。
現在、木綿交易こそ行われていないも
のの、当時の繁栄をしのばせる商家、
旧家の建物が今なお数多く残り、これ
らのなかで空き家となった建物を使っ
て、様々な町づくりのイベントが開催
されています。

 特集●交通と都市の未来形

 出雲イズム
 伝統と文化を守り伝える 
 出雲流町づくりの極意

ユーザー訪問●乗り心地、いかがですか？
 vol.4

 国立大学法人島根大学
 医学部附属病院

 連載●私の忘れられない本・映画
 田口 ランディさん（作家）

 連載●おもちゃの乗り物博物史【番外編】
 人類の見果てぬ夢が生んだ
 からくり人形

vol .36  2013
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安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

今号の東芝エレベータ広報誌『FUTURE DESIGN』Vol.36
に対するご感想をお聞かせください。抽選で10名様に「特選品」
をお送りします。今号の特選品は、特集で紹介した出

しゅっさいがま

西窯の
「縁

ふちてっしゃごすゆう

鉄砂呉須釉皿」です。1989年、第10回日本陶芸展で優秀
作品賞・毎日新聞社賞を受賞した逸品で、国際交流基金の主催
で2008年から2011年にかけて実施された海外巡回展「WA
－現代日本のデザインと調和の精神」にも出品されました。
著名なプロダクトデザイナー柳

やなぎそうり

宗理氏の指導のもとに製作さ
れた作品です。

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、
E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2014年2月28日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

【 表 紙 解 説 】

地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。
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まめネット事務局
 （NPO法人しまね医療情報  
 ネットワーク協会）

後藤 鈴子 ●GOTO Reiko
自動車メーカー、食品メーカー、電話会社など
のPR誌、大手広告代理店の広報誌、新聞など、
多彩なジャンルで活躍するライター。株式会社
宣伝会議、株式会社ユー・ピー・ユーなどで勤
務したあとに独立し、有限会社ベル・プロダ
クションを設立した。医療系の実用書も得意
とする。

江角 俊則 ● ESUMI Toshinori
島根県出雲市出身で、現在、出雲を拠点に活動
している建築家。工学院大学建築学科を卒業
後、高野重文建築事務所等を経て、2007年
より江角アトリエを主宰。主な作品として、
本文中に登場する《神門通りおもてなしステー
ション（実施設計・工事監理）》《出西窯無自性館》
などがある。

今回の旅人
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※
今
夏
は
、
編
集
部
が
取
材
し
た
島
根
県
を
は
じ
め
、
中
国
地
方
、
東
北
地
方
を
中
心
に
豪
雨
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
遺
族
や
犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
対
し
て
、

深
く
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

出
雲
は
、
大お

お
く
に
ぬ
し
の
お
お
か
み

国
主
大
神
か
ら
天あ

ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
御
神
へ
の
国
譲
り
、

ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
な
ど
、
数
多
く
の
神
話
の
舞
台
と
な
り
、

「
神
話
の
故ふ

る
さ
と郷
」
と
し
て
全
国
に
名
を
と
ど
ろ
か
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
以
前
は
、
一
部
の
著
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
だ
け
が
観
光
客
で
賑
わ
い
、

町
の
活
性
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
地
域
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

こ
の
特
集
で
は
、
ラ
イ
タ
ー
の
後
藤
鈴
子
氏
が
、

出
雲
市
内
の
町
づ
く
り
活
動
に
数
多
く
関
わ
っ
て
き
た

出
雲
市
在
住
の
建
築
家
・
江
角
俊
則
氏
の
案
内
で
、

市
内
の
主
な
町
づ
く
り
の
現
場
を
訪
ね
て
み
た
。

伝
統
と
歴
史
を
活
か
し
な
が
ら
新
し
い
町
づ
く
り
を
進
め
、

外
部
の
人
を
今
も
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
出
雲
。

そ
ん
な
出
雲
の
新
し
い
魅
力
を
お
届
け
し
よ
う
。

出雲大社前駅

美
みだみ

談駅

斐伊川

山陰本線

一
いちばた

畑電車北松江線

一畑電車大社線
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形

・出身地：因幡國
・年齢：不詳
・旅の目的：命の恩人に
　会いたくなったので

いずもっち
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江戸末期から明治初期の時代に良質な
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のの、当時の繁栄をしのばせる商家、
旧家の建物が今なお数多く残り、これ
らのなかで空き家となった建物を使っ
て、様々な町づくりのイベントが開催
されています。
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神
門
通
り
を

お
も
て
な
し
で
き
る
通
り
に

　
今
年
、
出
雲
大
社
の
門
前
町
の

神
門
通
り
は
歩
道
か
ら
人
が
あ
ふ

れ
る
ほ
ど
賑
わ
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
10
年
ほ
ど
前
は
沿
道
に
空
き

家
が
多
く
、
観
光
客
は
大
社
脇
の

駐
車
場
に
車
を
停
め
て
参
拝
す
る

だ
け
で
、
通
り
を
歩
く
人
は
ほ
と

ん
ど
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
そ
こ
で
出
雲
市
は
、
御
本
殿
修

造
が
開
始
さ
れ
た
２
０
０
８
年
頃

か
ら
、
観
光
客
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
神
門
通
り
を
目
指
し
て
様
々

な
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　
出
雲
市
役
所
で
は
、
駐
車
場
の

整
備
や
石
畳
の
歩
道
づ
く
り
な
ど
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
着
手
。
今
年
の

ピ
ー
ク
時
に
は
臨
時
送
迎
バ
ス
の

運
行
も
行
っ
た
。
ま
た
、
出
雲
観

光
協
会
で
は
、
ぜ
ん
ざ
い
発
祥
の

地
と
し
て
出
雲
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
、
出
雲
ぜ
ん
ざ
い
学
会
を

設
立
。
通
り
沿
い
に
ぜ
ん
ざ
い
屋

も
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　
神
門
通
り
の
活
性
化
に
は
、
ほ

か
に
も
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
い
る
。
地
元
の

建
築
家
を
主
体
と
す
る
出
雲
建
築

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
、
地
方
都
市
の
再

生
を
考
え
る
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ

ｃ
ｈ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
が
共
同
で
設
立

し
た
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ 

出

雲
（
詳
し
く
は
９
ペ
ー
ジ
参
照
）
が

そ
の
代
表
例
だ
。
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
Ｓ
ｗ

❶JR旧大社駅
1990年JR大社線が廃止されるまで利
用された。外観は純和風だが、内部は天
井が高く、大正浪漫の香りが漂うつくり
になっている。

❹一
いちばた

畑電車
なんと、自転車での乗り降り
も可能。車中では電車アテン
ダントが車窓からの風景をガ
イドしてくれるサービスも！

❺神門通りおもてなしステーション
焼杉を用いた黒い壁が印象的な観光案内所。
店内に一歩入ると、木の温もりと住民のおも
てなしの心を感じる。

❻出雲ぜんざい学会 壱号店
旧暦の10月に行われる神在祭（かみありさい）の時に
食された神在（じんざい）餅が、ぜんざいの語源とか。

❸神門通りの松並木
第二次世界大戦の時、松ヤ
ニをとって燃料の一部にし
たためだったとか……。

神
門
通

お
も
て

今
年

神
門
通

れ
る
ほ

し
、
10

家
が
多

駐
車
場

だ
け
で

ん
ど
い

そ
こ

造
が
開

か
ら
、

え
る
神

な
取
り

出雲大社周辺といえば、出雲大社の門前町である神
しんもんどお

門通りと、旧暦の10月10日に、
全国から集まった神々が通るといわれる神

かみむかえ

迎の道が代表的な散歩コースだ。
この２つの地域で、地元住民が主体となって進めている町づくり活動を紹介しよう。

出 雲 大 社 周 辺

伝統と文化に新しい要素を
加えながら再生を図る町

❷ANT WORKS GALLERY
大正時代の民家を再利用したカフェギャラリー。
木工作家であるオーナーの作品もあり、木の温もり
が伝わってくる。スケッチ体験もできる。

オーナー松谷ちどり氏
の夫、松谷伸吉氏。

木
の
温
も
り
を
感
じ
る
、

素
朴
な
子
ど
も
の

お
も
ち
ゃ
を
つ
く
り
た
い
な
。

1

6

4

5 3

2

神 門 通 り
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ｉ
ｔ
ｃ
ｈ 

出
雲
は
、
２
０
１
２
年

に
オ
ー
プ
ン
し
た
観
光
案
内
所

「
神
門
通
り
お
も
て
な
し
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
立
ち
上
げ
に
も
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

神
迎
の
道
に
残
る
伝
統
・
文
化
を

多
く
の
人
々
に
伝
え
る

　
稲い

な
さ佐
の
浜
か
ら
出
雲
大
社
に
向

か
う
神
迎
の
道
に
は
、
こ
の
地
域

な
ら
で
は
の
伝
統
的
な
神
事
が
数

多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
４

年
に
活
動
を
開
始
し
た
神
迎
の
道

の
会
は
、
こ
の
地
域
に
残
る
伝
統

や
文
化
を
守
り
、
全
国
に
伝
え
る

活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

　
同
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
ブ
ロ
グ

を
通
じ
た
神
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
告

知
、
通
り
沿
い
を
花
や
行あ

ん
ど
ん灯
で
飾

る
「
花
と
ひ
か
り
」
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
興
味
深
い
試
み
を
数
多
く

実
施
し
て
き
た
。
2
0
0
8
年
に

は
、
今
回
の
案
内
人
で
あ
り
出
雲

建
築
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
の
江
角
俊

則
氏
が
提
案
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
た
。

　「
今
の
大
社
町
を
写
真
に
撮
り
、

伝
統
的
な
盆ぼ

ん
ぢ
ょ
う
ち
ん

提
灯
に
貼
り
付
け
、

モ
ビ
ー
ル
に
し
て
吊
り
下
げ
ま
し

た
。
日
常
の
風
景
が
こ
れ
ま
で
と

違
う
も
の
に
見
え
て
面
白
か
っ
た
」

　
伝
統
的
な
も
の
に
新
し
い
要
素

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
神
迎
の

道
が
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
実
感

し
た
と
江
角
氏
は
語
る
。

❼島根県立古代出雲歴史博物館
出雲大社の本殿と拝殿の間から発掘さ
れた宇豆柱（うづばしら=正面中央に使用され
た柱）。直径が140㎝もある大木を3本
束ねた太さは圧巻。

❽出雲大社
これまでの出雲大社の屋根に設けられた千木

（ちぎ）は、今年の遷宮によって、ちゃん塗り
と呼ばれる技法が施され、古来のように黒く
重厚なイメージの千木になった。

高さ48mと推定される古代の出
雲大社を10分の1のサイズで復元
した模型。48mという高さは現代
の15階建てのビルに匹敵する。

❾神迎の道
白く舗装された神迎
の道。通り沿いの家
の玄関には花が生け
られ、訪れる人をも
てなしてくれる。
写真提供（右）：神迎の道の会

神楽（かぐら）殿にかけられている長さ
13.5m、重さ 4.4t の大しめ縄。一般
の神社のしめ縄とない方が左右逆にな
っている点にも注目！

出雲大社内を案内
してくれた出雲観
光協会事務局長の
小野篤彦氏（写真右）。

　9年ほど前から神迎の道の会の代表になりま
したが、近所の人と話をしていると、今でも発
見があります。そのたびに自分は、すごい場所
に住んでいるんだな、ということを再確認して
います。
　実際、神迎の道付近は神迎祭（かみむかえさい）
のほか、全国でも唯一といわれる神事が多く伝
わっているんです。例えば、毎月1日 の早朝、
稲佐の浜から「潮汲箍（しおくみたが）」という竹
の柄杓（ひしゃく）を使って海水を汲み、近隣の
社を回りながら笹の葉で海水をまき浄める「潮
汲み」という風習もそのひとつです。残った海
水は家に持ち帰り、玄関、神棚、仏壇、釜場、
戸口、トイレ、部屋、家族にもまいて浄めるん
ですよ。私は、このような伝統や文化を次世代
に伝えると同時に、全国にも広めたいと思い、
ブログで参加を呼びかけています。
　そのほか、住民の皆さんと一緒に、訪れた
人をおもてなしするイベントを実施したり、
City Switch 出雲と共同でワークショップを
開催したりといった活動もしています。これら
の活動は、神迎の道を訪れた人たちだけではな
く、地元の皆さんにも「今まで以上にこの地域
が好きになった」と好評でした。
　現在は、地元の皆さんも積極的に様々な活動
に参加するようになり、訪れた人との暖かな交
流の場を広げています。

伝統・文化を守り伝えながら、
さらに魅力ある町へ

靑木 敦生氏
神迎の道の会 代表

訪問者をおもてなし
するイベントに参加
した地元の方々。テ
ーマは「花とひかり」。

写真提供：神迎の道の会

神迎の道の氏神様である越峠荒神社に行灯を並べ、
厳かな正月を演出。
写真提供：神迎の道の会

越
こえどこ う

峠荒神社

❿手錢記念館
酒蔵を改築した美術館で、主
に出雲地方の美術品・伝統工
芸品などが展示されている。

博物館内を案内してくれた
専門学芸員の岡宏三氏。

博物館に展示されている
ものはほとんどが実物で
すから、迫力を肌で感じ
ることができますよ。
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稲佐の浜

神
迎
の

道

4

神
門
通
り
を

お
も
て
な
し
で
き
る
通
り
に

　
今
年
、
出
雲
大
社
の
門
前
町
の

神
門
通
り
は
歩
道
か
ら
人
が
あ
ふ

れ
る
ほ
ど
賑
わ
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
10
年
ほ
ど
前
は
沿
道
に
空
き

家
が
多
く
、
観
光
客
は
大
社
脇
の

駐
車
場
に
車
を
停
め
て
参
拝
す
る

だ
け
で
、
通
り
を
歩
く
人
は
ほ
と

ん
ど
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
そ
こ
で
出
雲
市
は
、
御
本
殿
修

造
が
開
始
さ
れ
た
２
０
０
８
年
頃

か
ら
、
観
光
客
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
神
門
通
り
を
目
指
し
て
様
々

な
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　
出
雲
市
役
所
で
は
、
駐
車
場
の

整
備
や
石
畳
の
歩
道
づ
く
り
な
ど
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
着
手
。
今
年
の

ピ
ー
ク
時
に
は
臨
時
送
迎
バ
ス
の

運
行
も
行
っ
た
。
ま
た
、
出
雲
観

光
協
会
で
は
、
ぜ
ん
ざ
い
発
祥
の

地
と
し
て
出
雲
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
、
出
雲
ぜ
ん
ざ
い
学
会
を

設
立
。
通
り
沿
い
に
ぜ
ん
ざ
い
屋

も
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　
神
門
通
り
の
活
性
化
に
は
、
ほ

か
に
も
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
い
る
。
地
元
の

建
築
家
を
主
体
と
す
る
出
雲
建
築

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
、
地
方
都
市
の
再

生
を
考
え
る
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ

ｃ
ｈ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
が
共
同
で
設
立

し
た
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ 

出

雲
（
詳
し
く
は
９
ペ
ー
ジ
参
照
）
が

そ
の
代
表
例
だ
。
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
Ｓ
ｗ

❶JR旧大社駅
1990年JR大社線が廃止されるまで利
用された。外観は純和風だが、内部は天
井が高く、大正浪漫の香りが漂うつくり
になっている。

❹一
いちばた

畑電車
なんと、自転車での乗り降り
も可能。車中では電車アテン
ダントが車窓からの風景をガ
イドしてくれるサービスも！

❺神門通りおもてなしステーション
焼杉を用いた黒い壁が印象的な観光案内所。
店内に一歩入ると、木の温もりと住民のおも
てなしの心を感じる。

❻出雲ぜんざい学会 壱号店
旧暦の10月に行われる神在祭（かみありさい）の時に
食された神在（じんざい）餅が、ぜんざいの語源とか。

❸神門通りの松並木
第二次世界大戦の時、松ヤ
ニをとって燃料の一部にし
たためだったとか……。

出雲大社周辺といえば、出雲大社の門前町である神
しんもんどお

門通りと、旧暦の10月10日に、
全国から集まった神々が通るといわれる神

かみむかえ

迎の道が代表的な散歩コースだ。
この２つの地域で、地元住民が主体となって進めている町づくり活動を紹介しよう。

出 雲 大 社 周 辺

伝統と文化に新しい要素を
加えながら再生を図る町

❿手錢記念館
酒蔵を改築した美術館で、主
に出雲地方の美術品・伝統工
芸品などが展示されている。

❷ANT WORKS GALLERY
大正時代の民家を再利用したカフェギャラリー。
木工作家であるオーナーの作品もあり、木の温もり
が伝わってくる。スケッチ体験もできる。

オーナー松谷ちどり氏
の夫、松谷伸吉氏。

木
の
温
も
り
を
感
じ
る
、

素
朴
な
子
ど
も
の

お
も
ち
ゃ
を
つ
く
り
た
い
な
。

1
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神 門 通 り



❺旧石橋酒造
木綿街道振興会の事務所。
蔵は様々なイベントの会場
としても利用されていた。

木
綿
街
道
の
古
い
町
並
み
の

魅
力
を
大
切
に
守
り
伝
え
る 

　
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か

け
て
、
松
江
城
下
の
次
に
賑
わ
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
た
木
綿
街
道
。

そ
の
沿
道
に
は
、
当
時
の
面
影
を

し
の
ば
せ
る
商
家
や
旧
家
の
建
物

が
今
な
お
い
く
つ
も
残
っ
て
い
る
。

こ
の
古
い
町
並
み
を
大
切
に
守
り
、

全
国
に
伝
え
る
た
め
に
、
木
綿
街

道
に
お
け
る
様
々
な
町
づ
く
り
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

２
０
０
４
年
に
地
元
商
店
主
を
中

心
に
し
て
発
足
し
た
木
綿
街
道
振

興
会
で
あ
る
。

　
同
振
興
会
で
は
、
町
並
み
の
案

内
、
旧
石
橋
酒
造
の
蔵
を
利
用
し

て
の
ブ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
芝

居
・
踊
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
空

き
家
を
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
し

た
勉
強
会
、
古
民
家
を
活
用
し
た

茶
の
湯
講
座
な
ど
を
実
施
し
、
ブ

ロ
グ
を
通
じ
て
、
全
国
に
木
綿
街

道
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。
同

時
に
、
地
元
の
人
と
共
同
し
て
、

玄
関
に
木
綿
の
木
を
飾
っ
た
り
、

沿
道
を
き
れ
い
に
し
た
り
と
い
っ

た
地
道
な
活
動
も
続
け
て
い
る
。

　
２
０
０
６
年
か
ら
は
、
江
戸
時

代
に
商
家
の
荷
物
を
運
ぶ
舟
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
平
田
舟
を
観

光
用
に
復
活
。
町
並
み
を
川
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
、
観
光
客
に
も
注
目
さ
れ
始

め
て
い
る
。

❶岡茂一郎商店
2階部分が低い江戸時代末
期特有の建物が特徴のお
醤油屋さん。淡口、濃口、
さいしこみと 3種類の醤
油を味見できる。

❷木綿街道交流館
旧長崎医家を復元したギャラリー&カ
フェは、木綿街道の憩いの場。交流棟
は様々な会議やワークショップに利用
され、木綿街道の文化も体験できる。

❼持田醤油店
漆喰のなまこ壁と、出雲格子で囲まれ
たたたずまいが特徴。お客様からのリ
クエストで生まれた醤油ソフトクリー
ムは一度食べたらやみつきに！

❻酒持田本店
純米大吟醸「ヤマサン正宗」は、一口で虜になる旨さだ !

❹平田舟
商家の荷物の搬送や、田んぼ
の往復、稲刈りの運搬に使用
されていた平田舟を復活。川
から眺める古の町並みは必見。
写真提供：木綿街道振興会

かつて雲州平田木綿の集散地として栄えた「木綿街道」でも
地元住民が主体となり、古い町並みを活かした町づくりを活発に展開している。
木綿街道での取り組みを中心に新しい出雲の魅力を紹介しよう。

木綿街道＋出雲市駅周辺

古い町並みの魅力を大切に
守り伝えながら再生を図る町

❸本石橋邸
1750年頃建てられた、木綿街道最
古の建造物。長い2本と短い2本が
組み合わさった出雲格子（親子格子）
は出雲地方特有のもの。

2

1

4

3

5

68

9
7

木 綿 街 道

❽來間屋生姜糖本舗
繊維の少ない出雲産・出西生姜を使用し、昔の製法で
つくり続けている。上品な甘みと生姜の辛味がマッチ
した逸品。

❾木綿街道
案内してくれた木綿街道振興会事
務局の平井敦子氏（写真右）。

雲
洲
平
田
船

川
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まめネット
島根県内では、患者の診療情報を
医療機関同士で共有するネットワ
ーク「まめネット」が運営されて
いる。このマークが加盟の目印。

写真提供：NPO 法人しまね医療情報ネットワーク協会

出雲市駅
出雲市駅前
出雲市には、出雲市駅を発着する9つ
の路線バスをはじめ、平田生活バス、
多伎循環バスなどの市民バスがあり、
多くの人に利用されている。また、ドア・
ツー・ドアで利用できる高齢者用の相
乗りタクシーもある。

原 康正氏
出雲市役所 総合政策部 
交通政策課 課長補佐

バス交通以外に、遷宮
の観光需要に対応し、
東京・出雲線の空路便が
6往復になっています。

出西窯の登り窯は、松の木を薪として
使用し、1200度の高温で焼き上げ
るのが特徴だ。野の花のように素朴で、
健康的な美しさの器をつくり続けたい
と、郷土の土を大切に使い続けている。

出
しゅっさいがま

西窯

多々納 真氏
出西窯 陶工／代表理事

暮らしの道具として
使ってもらい、喜ん
でもらえることが
一番うれしいですね。

若
者
と
地
元
住
民
と
の

共
同
体
験
が
町
を
再
生
す
る

　こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
町
に

は
共
通
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
古

い
に
し
え

の
趣
を
感
じ
さ
せ
る
素
朴
さ
が
残

っ
て
い
る
こ
と
、
伝
統
・
文
化
を

大
切
に
守
り
、
多
く
の
人
に
伝
え

た
い
と
い
う
地
元
住
民
の
思
い
が

あ
る
こ
と
だ
。

　「昔
な
が
ら
の
素
朴
で
上
品
な

も
の
を
、
今
の
時
代
に
合
う
形
で

続
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
使
い
続
け
る
と
、
そ
の

な
か
か
ら
新
し
い
知
恵
が
出
て
き

た
り
も
し
ま
す
ね
」
と
江
角
氏
は

語
る
。
そ
し
て
、
次
の
世
代
に
出

雲
の
魅
力
を
伝
え
、
町
を
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、「
若
い
人

た
ち
が
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
試
し
、

小
さ
な
き
っ
か
け
を
数
多
く
つ
く

り
な
が
ら
、
地
元
の
人
と
一
緒
に

な
っ
て
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
」
と
共
同
体
験
の
重

要
性
も
強
調
す
る
。

　古
の
も
の
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、

先
輩
と
後
輩
が
一
緒
に
な
っ
て
新

し
い
も
の
を
創
造
し
、
次
世
代
に

伝
え
る

─
出
雲
の
町
づ
く
り
の

進
め
方
は
御
本
殿
修
造
を
手
が
け

る
職
人
た
ち
の
営
み
と
相
通
じ
る

も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
60
年

に
一
度
の
大
遷
宮
に
は
、
出
雲
の

町
づ
く
り
に
必
要
な
鍵
も
隠
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

行灯に火を灯すイベントで使用された和紙製の行灯。
イベントでは、幻想的な木綿街道の町並みを見ること
ができたという。

各家の玄関に飾られてい
る木綿。おもてなしの心
が伝わってくる。

伝統や文化を守り伝える
原動力は住民一人ひとりの力

　木綿街道は江戸から明治期にか
けての古い町並みが奇跡的に残っ
た場所なんです。魅力は、あまり
手を加え過ぎず、素朴さがそのま
ま残されているところだと思いま
す。これって、うちの生姜糖に似
ている気がするんですよね。
　私は、この魅力ある古い町並みを
守り、多くの人に伝えたいという思
いから、木綿街道振興会で活動して
います。
　訪れた方々に街道や古民家の魅力
について意見を聞きまとめたり、改
築後の古民家に設置する椅子や机を
つくったりするイベントには、住民
の皆さんにも参加していただき、
とても盛り上がりました。これら
のイベントを通して、改めて住民
一人ひとりの力を結集する大切さ
を実感しました。
　最近では住民の皆さんの意識が
向上し、自発的に活動する気持ち
も高まっていると感じます。そん
な皆さんの気持ちに応えられるよ
う、木綿街道が重要伝統的建造物
群保存地区に選定されることを目
標に私も努力していきます。

來間 久氏
來間屋生姜糖本舗
11代目店主

　3年前に初めて出雲に旅行に来た時、言葉では
言い表せない魅力を感じたんです。去年、横浜か
ら出雲への移住を決意した時には、出雲で知り合っ
た友人が住居を紹介してくれたり、助成金制度の
あることを教えてくれたりして、トントン拍子で
出雲に住めるようになりました。
　現在は神楽の勉強をしながらイベントを企画し
て、出雲を中心にダンサーとして活動しています。

踊りやアートを通じて
出雲の魅力を発信したい
高須賀 千江子氏　自然光ダンサー
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❺旧石橋酒造
木綿街道振興会の事務所。
蔵は様々なイベントの会場
としても利用されていた。
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江
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末
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に
か
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、
松
江
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下
の
次
に
賑
わ
っ

て
い
る
と
い
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。
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。
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に
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に
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で
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全
国
に
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力
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同

時
に
、
地
元
の
人
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共
同
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、

玄
関
に
木
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の
木
を
飾
っ
た
り
、

沿
道
を
き
れ
い
に
し
た
り
と
い
っ

た
地
道
な
活
動
も
続
け
て
い
る
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２
０
０
６
年
か
ら
は
、
江
戸
時

代
に
商
家
の
荷
物
を
運
ぶ
舟
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
平
田
舟
を
観

光
用
に
復
活
。
町
並
み
を
川
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
、
観
光
客
に
も
注
目
さ
れ
始

め
て
い
る
。

❶岡茂一郎商店
2階部分が低い江戸時代末
期特有の建物が特徴のお
醤油屋さん。淡口、濃口、
さいしこみと 3種類の醤
油を味見できる。

❷木綿街道交流館
旧長崎医家を復元したギャラリー&カ
フェは、木綿街道の憩いの場。交流棟
は様々な会議やワークショップに利用
され、木綿街道の文化も体験できる。

❼持田醤油店
漆喰のなまこ壁と、出雲格子で囲まれ
たたたずまいが特徴。お客様からのリ
クエストで生まれた醤油ソフトクリー
ムは一度食べたらやみつきに！

❻酒持田本店
純米大吟醸「ヤマサン正宗」は、一口で虜になる旨さだ !

❹平田舟
商家の荷物の搬送や、田んぼ
の往復、稲刈りの運搬に使用
されていた平田舟を復活。川
から眺める古の町並みは必見。
写真提供：木綿街道振興会

かつて雲州平田木綿の集散地として栄えた「木綿街道」でも
地元住民が主体となり、古い町並みを活かした町づくりを活発に展開している。
木綿街道での取り組みを中心に新しい出雲の魅力を紹介しよう。

木綿街道＋出雲市駅周辺

古い町並みの魅力を大切に
守り伝えながら再生を図る町

❸本石橋邸
1750年頃建てられた、木綿街道最
古の建造物。長い2本と短い2本が
組み合わさった出雲格子（親子格子）
は出雲地方特有のもの。
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木 綿 街 道

❽來間屋生姜糖本舗
繊維の少ない出雲産・出西生姜を使用し、昔の製法で
つくり続けている。上品な甘みと生姜の辛味がマッチ
した逸品。

❾木綿街道
案内してくれた木綿街道振興会事
務局の平井敦子氏（写真右）。

雲
洲
平
田
船

川
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鷺 浦

鳥取営業所※1

本社※2

米子営業所

松江営業所※3

山陰東芝エレベータの事業エリアと営業所
鳥取県と島根県東部で事業を展開している。

※1：因幡の白うさぎの神話
※2：少彦名命（すくなひこなのみこと）が
　　　常世の国に渡ったとされる神話
※3：黄泉国のイザナミをのぞき見したイザナギが、
　　　怖くなって現世に戻ってくる神話

各地点にまつわる神話
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３
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ら
に
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、
今
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10
月
に
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東
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の
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・
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ー
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社
を
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、
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体
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、
東
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の
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ー
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同
社
は
今
後
、
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
を
よ
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向

上
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る
た
め
に
、
営
業
所
の
数
を
増
や
す
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
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制
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に
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せ
て
い
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予
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。

❷塩田屋
軒下には、大正初期につくられ
た丹頂鶴のこて絵が！　北前船
の寄港地（風待港）として交易が
盛んだった町の名残を感じる。

❸しわく屋（貸しギャラリー）
しわく屋という屋号は、瀬戸内塩飽
（しわく）本島でつくられた塩の問屋
だったことに由来している。鷺浦地
区の空き家を活用した拠点づくり事
業として、昨年8月にオープンした。
写真中央は代表の渡部健一氏。

自家製手焼き瓦せんべいの
模様は、楠木正成の家紋で
ある菊水模様。ほんのりとし
たやさしい甘さが魅力。

❹伊
い な せ は ぎ

奈西波岐神社
国譲りの時、平和的な解決に向けて
奔走した稲背脛命（いなせはぎのみこと）
が祀られている社。地元では鷺社
（さぎのやしろ）として親しまれている。

❶鷺浦隧
ずいどう

道
鷺浦の町並みに通じるトンネル。
1935年に地元の人たちが岩盤を
手掘りした跡が今も残っている。

自家製手焼き

日御碕灯台
1903年に設置された、日本一の高さ
（63.30m）を誇る灯台。1998年には
「世界の歴史的灯台百選」のひとつに選
ばれた。

グラスボート
草原景観と岩礁景観の両方を楽しめる。
学術的にも貴重な海の生物を見ること
ができる。

海鮮丼
日本海でとれた新鮮な
海の幸、高級魚ヒラマ
サなどがてんこ盛り。
「みさき丼」や「古事
記丼」といったご当地
丼も人気。

日 御 碕

鷺浦の表札は苗字
ではなく屋号の家
が多いんですよ。

山
陰
地
区
の

垂
直
移
動
を
支
え
る

柴田 英彦氏
山陰東芝エレベータ株式会社
代表取締役社長
山陰エレベータ株式会社
会長

日本海に面した出雲市鷺
さぎうら

浦地区や日
ひの み さ き

御碕は、
かつて北

きたまえぶね

前船や大阪商船の寄港地として栄えた地域である。
港町としての顔も併せ持っていた出雲の
古き良き時代の魅力あふれる一面を紹介しよう。

緩やかな時間が流れる町
鷺
さ ぎ う ら

浦地区＋日
ひ の み さ き

御碕



2011年に実施された美談駅改修ワークショップ。参加者全員で足場づ
くりから開始。壁には何十本もの木材を建て付け、木の温もりが漂う待
合室に生まれ変わった。

神門通りおもてなしステーション内に設置される棚を製作するワークショ
ップ参加者。「くもなわ」と名づけられた棚は、ネジやクギを使わずに組
み立てられるデザインになっている。
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縮小化社会の最前線
出雲の再生を目指して

I N T E R V I E W

山代 悟氏

YAMASHIRO Satoru ● 建築家　有限会社ビルディングランドスケープ一級建築士事務所　CitySwitch Japan代表
1969年島根県生まれ。1995年東京大学大学院修士課程を修了し、2002年ビルディングランドスケープを設立。
グッドデザイン賞、第3回木質建築空間デザインコンテスト 特別賞など受賞歴多数。神門通りおもてなしステーシ
ョンでは、山代氏＋ビルディングランドスケープが基本設計を担当した。

出雲から魅力ある
街づくりをスタート

　島根県は高齢化率で全国1～3位という
位置を長年占めてきました。どうしたら
縮小化社会の先端をいく島根県、出雲市
を、人々が住みたいと思う魅力的な街に
再生できるのか？　私はこうした問題意識
から、自分の出身地の出雲で、地元建築
家が主体となって運営している出雲建築
フォーラム（代表：江角俊則氏）とともに、
2008年からCitySwitch※ 出雲という
国際ワークショップを始めることにしま
した。
　高齢化、あるいは人口全体の減少、税
収の減少といった状況を踏まえると、今
の島根県は10年後、20年後の日本の姿だ
と考えられます。そのため、島根が現在
直面している問題を考えることは日本の
将来を考えることそのものだと考えてい
ます。

CitySwitch 出雲の活動を通して、
出雲の魅力を発信

　CitySwitch 出雲では毎年、様々なプ
ロジェクトやワークショップを展開して
います。参加者が意見交換しながらモノ
づくりに関わることで、愛着を持っても
らうことを大切にしていますが、参加者

の声をそのままトレースしているわけで
はありません。
　まず、参加者のアイデアを引き出し、そ
れをもとに専門家が責任を持ってデザイ
ンする。次に、専門家の手が加わることで、
アイデアがどのように変化し、表現され
たかを伝えて話し合う。そして、できあ
がったものをみんなで組み立ててみる。こ
うした何段階ものプロセスを経ることが
重要だと思っています。
　例えば、2012年10月にオープンした
観光案内所「神門通りおもてなしステー
ション」では、事前に市民向けのワーク
ショップを3回開催し、施設のコンセプト
や使用イメージを共有しただけでなく、室
内に設置する棚の使い方を議論しました。
それをもとにデザイナーが棚のデザイン
を工夫し、部品が完成したら、再度参加
者の皆さんと一緒に組立作業を行いまし
た。これにより「同じプロジェクトに何度
も関わることで愛着が湧いてきた」とい
う声を数多くいただけたと思っています。
　CitySwitch 出雲ではこのほか、神迎
の道にふさわしい軒先行灯の提案や木綿
街道の歴史ある空き家でのイベント、ブ
ックマーケットの開催、一畑電車「美

み だ み

談駅」
の改修ワークショップなど、様々な活動
を行ってきましたが、参加者からはおも
てなしステーションと同様の声をいただ
いています。

出雲の再生の鍵は
滞在経験者を増やすこと

　CitySwitch 出雲の活動成果は意外な
ところに現れ始めています。例えば、木
綿街道のワークショップに参加したある
女性は、現在出雲に移り住み、木綿街道
の町づくり活動に参加しています。これ
からの社会には、彼女のように地方に移
り住み、地域に貢献できるというロール
モデルが必要です。我々の活動とは直接
関係ありませんが、ダンサーとして活躍
中の高須賀千江子さんもその一人だと思
います。
　出雲への移住者が増えることは大変望
ましいのですが、まずは一人でも多くの
人に数日間出雲に滞在してもらうことが
重要だと感じています。そのためにはホ
テルに滞在したり、木綿街道にある古民
家を借り切って滞在する、簡易なバック
パッカー向けの宿を用意するなど、多様
な選択肢を用意する必要があります。多
くの滞在形式を用意し、一人でも多くの
人に出雲に滞在してもらって、魅力を感
じてもらうこと─これが、出雲の再生、
活性化の鍵を握っているのではないでし
ょうか。
※CitySwitch：複数の国と都市をつなぎ、建築家や都
市計画家等の交流を通じて、都市の再生や街づくりを
考えていくプロジェクト。2007年に設立され、これま
で、出雲、ニューカッスル（オーストラリア）、大連（中国）、
清水（静岡県）などで活動を展開している。

写真提供：CitySwitch Japan（2点とも）

8

1

2

3

4

鷺 浦

鳥取営業所※1

本社※2

米子営業所

松江営業所※3

山陰東芝エレベータの事業エリアと営業所
鳥取県と島根県東部で事業を展開している。

※1：因幡の白うさぎの神話
※2：少彦名命（すくなひこなのみこと）が
　　　常世の国に渡ったとされる神話
※3：黄泉国のイザナミをのぞき見したイザナギが、
　　　怖くなって現世に戻ってくる神話

各地点にまつわる神話
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❷塩田屋
軒下には、大正初期につくられ
た丹頂鶴のこて絵が！　北前船
の寄港地（風待港）として交易が
盛んだった町の名残を感じる。

❸しわく屋（貸しギャラリー）
しわく屋という屋号は、瀬戸内塩飽

（しわく）本島でつくられた塩の問屋
だったことに由来している。鷺浦地
区の空き家を活用した拠点づくり事
業として、昨年8月にオープンした。
写真中央は代表の渡部健一氏。

自家製手焼き瓦せんべいの
模様は、楠木正成の家紋で
ある菊水模様。ほんのりとし
たやさしい甘さが魅力。

❹伊
い な せ は ぎ

奈西波岐神社
国譲りの時、平和的な解決に向けて
奔走した稲背脛命（いなせはぎのみこと）
が祀られている社。地元では鷺社

（さぎのやしろ）として親しまれている。

❶鷺浦隧
ずいどう

道
鷺浦の町並みに通じるトンネル。
1935年に地元の人たちが岩盤を
手掘りした跡が今も残っている。

日御碕灯台
1903年に設置された、日本一の高さ

（63.30m）を誇る灯台。1998 年には
「世界の歴史的灯台百選」のひとつに選
ばれた。

グラスボート
草原景観と岩礁景観の両方を楽しめる。
学術的にも貴重な海の生物を見ること
ができる。

海鮮丼
日本海でとれた新鮮な
海の幸、高級魚ヒラマ
サなどがてんこ盛り。

「みさき丼」や「古事
記丼」といったご当地
丼も人気。

日 御 碕

鷺浦の表札は苗字
ではなく屋号の家
が多いんですよ。

山
陰
地
区
の

垂
直
移
動
を
支
え
る

柴田 英彦氏

山陰東芝エレベータ株式会社
代表取締役社長
山陰エレベータ株式会社
会長

日本海に面した出雲市鷺
さぎうら

浦地区や日
ひの み さ き

御碕は、
かつて北

きたまえぶね

前船や大阪商船の寄港地として栄えた地域である。
港町としての顔も併せ持っていた出雲の
古き良き時代の魅力あふれる一面を紹介しよう。

緩やかな時間が流れる町
鷺
さ ぎ う ら

浦地区＋日
ひ の み さ き

御碕



ユ ー ザ ー 訪 問

外来・中央診療棟エスカレーター（1階）
輸送能力向上のため、新規設置された
エスカレーター。同病院の「外来の顔」
としての役割も担う。1階から2階に昇る
途中、ガラス越しに外の景色を楽しむこと
ができる。

井川 幹夫氏
国立大学法人島根大学
医学部附属病院長
理事（医療担当）

５
年
を
か
け
て

病
院
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
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雲
大
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今
年
、60
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に
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度

の
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に
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う
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修
造
が
行
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れ
た
が
、
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お
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元
に
あ
る
島

根
大
学
医
学
部
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属
病
院
も
5
年

の
歳
月
を
か
け
、
今
年
、
大
規
模

再
開
発
事
業
を
完
遂
し
た
。

　
同
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1
9
7
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に
島
根
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科
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属
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と
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て
設
置

さ
れ
た
が
、
80
〜
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年
に
か
け
て

病
床
の
増
床
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行
わ
れ
、6
1
6
床

の
大
型
総
合
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院
と
な
っ
た
。そ
れ

か
ら
約
30
年
経
ち
、
設
備
の
老
朽

化
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進
ん
だ
た
め
、2
0
0
8
年
度

に
新
病
棟
（
Ｃ
病
棟
）
建
設
に
着
手
。

そ
の
後
、
既
存
の
Ａ
・
Ｂ
病
棟
と

外
来
・
中
央
診
療
棟（
以
下
、
外
来
棟
）

の
大
改
修
を
終
え
、
今
年
4
月
、

病
床
6
0
0
床
と
最
新
設
備
を
有

す
る
病
院
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
同
病
院
長
の
井
川
幹
夫
氏
は
、

再
開
発
事
業
の
狙
い
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
語
る
。

　「
開
院
し
て
30
年
以
上
経
ち
、
大

学
病
院
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
我
々
は
地
域

の
医
療
を
支
え
る
と
と
も
に
、
首

都
圏
の
大
病
院
に
も
引
け
を
取
ら

な
い
世
界
水
準
の
先
進
医
療
を
患

者
さ
ん
に
提
供
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
地
域
医
療
と
先

進
医
療
の
調
和
が
大
切
で
す
」

先
進
的
が
ん
治
療
や

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
も

　
同
病
院
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ

地
域
医
療
と
先
進
医
療
が
調
和
す
る
大
学
病
院

国
立
大
学
法
人

島
根
大
学

医
学
部
附
属
病
院

１
９
７
９
年
に
開
院
し
た
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、５
年
に
わ
た
る
再
開
発

を
経
て
、
２
０
１
３
年
４
月
、
最
新
設
備
を
備
え
る
総
合
病
院
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
。
新
病
棟
の
建
設
と
、
既
存
病
棟
２
棟
、
外
来
・
中
央
診
療
棟
の
全
面
改
修
を

行
い
、
地
域
医
療
と
先
進
医
療
の
担
い
手
と
し
て
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
大
規

模
災
害
時
に
も
対
応
で
き
る
環
境
を
整
え
た
。
外
来
・
中
央
診
療
棟
に
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
新
設
す
る
な
ど
、
患
者
中
心
の
全
人
的
医
療
の
実
践
を
目
指
す
同
病
院
長
の

井
川
幹
夫
氏
に
、
再
開
発
事
業
の
狙
い
や
思
い
な
ど
を
伺
っ
た
。

ユ ー ザ ー 訪 問

公共施設や駅、病院やデパートなど、
北から南まで街の様々な場所で
エレベーターは活躍しています。
ここでは、東芝エレベータのユーザー
さまをご紹介します。
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っ
て
、
救
急
医
療
お
よ
び
急
性
期

医
療
の
充
実
、
各
種
治
療
を
組
み

合
わ
せ
た
集
学
的
が
ん
治
療
の
推

進
、
高
度
医
療
の
確
立
と
普
及
、

教
育
・
研
究
環
境
の
向
上
、
快
適

な
療
養
環
境
の
提
供
な
ど
を
目
指

し
て
い
る
。
ま
た
、
大
規
模
災
害

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
Ｃ
病

棟
に
は
免
震
構
造
を
導
入
し
、
自

家
発
電
装
置
や
地
下
水
く
み
上
げ

ポ
ン
プ
な
ど
も
完
備
し
た
。

　
Ｃ
病
棟
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
）
14
床
と
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
病
床
16
床
を
配

置
し
て
い
る
。
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
専
従
医
師
も
増
員
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る
体

制
を
整
備
し
た
。
ま
た
、
国
立
大

学
病
院
で
は
2
番
目
と
な
る
緩
和

ケ
ア
病
棟
を
5
階
に
設
置
し
、
が

ん
治
療
の
初
期
段
階
か
ら
緩
和
ケ

ア
段
階
ま
で
を
カ
バ
ー
し
た
。
8

階
に
は
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
病
棟
も
新

設
し
、
先
進
的
な
抗
が
ん
剤
治
療

を
推
進
す
る
た
め
に
、
空
気
清
浄

度
の
高
い
病
室
環
境
を
整
備
し
た
。

　
遠
隔
操
作
で
体
腔
鏡
下
手
術
を

実
施
で
き
る
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
の
導
入
も
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
目
玉
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
は
、
健

康
保
険
適
用
と
な
る
前
立
腺
が
ん

治
療
に
活
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

保
険
適
用
で
は
な
い
も
の
の
、
病

院
側
の
負
担
で
腎
臓
の
部
分
切
除

術
、
膀
胱
の
全
摘
除
術
を
行
い
、

今
後
、
子
宮
や
胃
の
手
術
に
も
使

わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
同
病
院
は

患
者
中
心
の
全
人
的
医
療
の
実
践

を
目
標
に
掲
げ
、
首
都
圏
と
変
わ

ら
ぬ
先
進
医
療
を
絶
え
ず
導
入
す

る
努
力
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

総
合
診
療
医
を
育
成

　
同
病
院
は
、
大
学
病
院
と
し
て

教
育
・
研
究
環
境
の
充
実
も
重
視

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
今
回
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
使
っ
た
研
修
が
可
能
な
内

視
鏡
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
や
、
医
療
技
術
の
向
上
を
目
的

と
し
た
ク
リ
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
、
教
育
エ
リ

ア
に
ま
と
め
て
整
備
し
た
。

　
研
究
・
臨
床
能
力
が
高
く
、
地

域
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で

き
る
総
合
診
療
医
を
育
成
す
る
た

め
に
、
他
県
の
大
学
病
院
と
の
連

携
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、

2
0
1
1
年
に
は
地
域
の
行
政
や

医
療
機
関
、
医
師
会
な
ど
と
連
携

し
て
、
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る

医
師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す

る
し
ま
ね
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ

ー
も
設
置
し
た
。

　「
現
在
、
兵
庫
県
の
大
学
病
院

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
た
地
域
医
療
の
あ

り
方
を
研
究
し
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
を
横
断
し
て
高
齢
者
ケ
ア
を

推
進
で
き
る
総
合
診
療
医
の
育
成

を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
当
病

ユ ー ザ ー 訪 問
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外来・中央診療棟エスカレーター（1階）
輸送能力向上のため、新規設置された
エスカレーター。同病院の「外来の顔」
としての役割も担う。1階から2階に昇る
途中、ガラス越しに外の景色を楽しむこと
ができる。

井川 幹夫氏
国立大学法人島根大学
医学部附属病院長
理事（医療担当）

５
年
を
か
け
て

病
院
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
出
雲
大
社
は
今
年
、60
年
に
一
度

の
大
遷
宮
に
伴
う
御
修
造
が
行
わ

れ
た
が
、
そ
の
お
膝
元
に
あ
る
島

根
大
学
医
学
部
附
属
病
院
も
5
年

の
歳
月
を
か
け
、
今
年
、
大
規
模

再
開
発
事
業
を
完
遂
し
た
。

　
同
病
院
は
1
9
7
9
年
に
島
根

医
科
大
学
附
属
病
院
と
し
て
設
置

さ
れ
た
が
、
80
～
81
年
に
か
け
て

病
床
の
増
床
が
行
わ
れ
、6
1
6
床

の
大
型
総
合
病
院
と
な
っ
た
。そ
れ

か
ら
約
30
年
経
ち
、
設
備
の
老
朽

化
が
進
ん
だ
た
め
、2
0
0
8
年
度

に
新
病
棟
（
Ｃ
病
棟
）
建
設
に
着
手
。

そ
の
後
、
既
存
の
Ａ
・
Ｂ
病
棟
と

外
来
・
中
央
診
療
棟（
以
下
、
外
来
棟
）

の
大
改
修
を
終
え
、
今
年
4
月
、

病
床
6
0
0
床
と
最
新
設
備
を
有

す
る
病
院
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
同
病
院
長
の
井
川
幹
夫
氏
は
、

再
開
発
事
業
の
狙
い
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
語
る
。

　「
開
院
し
て
30
年
以
上
経
ち
、
大

学
病
院
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
我
々
は
地
域

の
医
療
を
支
え
る
と
と
も
に
、
首

都
圏
の
大
病
院
に
も
引
け
を
取
ら

な
い
世
界
水
準
の
先
進
医
療
を
患

者
さ
ん
に
提
供
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
地
域
医
療
と
先

進
医
療
の
調
和
が
大
切
で
す
」

先
進
的
が
ん
治
療
や

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
も

　
同
病
院
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ

地
域
医
療
と
先
進
医
療
が
調
和
す
る
大
学
病
院

国
立
大
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法
人

島
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附
属
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１
９
７
９
年
に
開
院
し
た
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、５
年
に
わ
た
る
再
開
発

を
経
て
、
２
０
１
３
年
４
月
、
最
新
設
備
を
備
え
る
総
合
病
院
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
。
新
病
棟
の
建
設
と
、
既
存
病
棟
２
棟
、
外
来
・
中
央
診
療
棟
の
全
面
改
修
を

行
い
、
地
域
医
療
と
先
進
医
療
の
担
い
手
と
し
て
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
大
規

模
災
害
時
に
も
対
応
で
き
る
環
境
を
整
え
た
。
外
来
・
中
央
診
療
棟
に
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
新
設
す
る
な
ど
、
患
者
中
心
の
全
人
的
医
療
の
実
践
を
目
指
す
同
病
院
長
の

井
川
幹
夫
氏
に
、
再
開
発
事
業
の
狙
い
や
思
い
な
ど
を
伺
っ
た
。
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公共施設や駅、病院やデパートなど、
北から南まで街の様々な場所で
エレベーターは活躍しています。
ここでは、東芝エレベータのユーザー
さまをご紹介します。
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院
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
の
介
護

事
業
者
・
福
祉
団
体
な
ど
と
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
つ
く
り
、
お
互
い

に
学
び
合
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
井
川
氏
は
語
る
。

ホ
テ
ル
の
よ
う
に

患
者
を
迎
え
入
れ
た
い

　
同
病
院
で
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

あ
た
り
、
快
適
な
療
養
環
境
の
提

供
も
重
点
項
目
の
ひ
と
つ
に
掲
げ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
従
来
6
床

だ
っ
た
多
床
室
を
4
床
に
減
ら
し
、

個
室
の
数
を
増
や
し
た
。
ま
た
、

す
べ
て
の
病
室
に
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
、
ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
な
ど
を
導

入
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
外
来
棟
に
は
、
患
者
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
女
性
の
「
外
来
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
」
を
2
名
配
置
し
た
。

井
川
氏
は
、
ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、

ス
タ
ッ
フ
の
対
応
な
ど
ソ
フ
ト
面

の
充
実
も
重
視
し
て
い
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
中
庭
だ
っ
た
ス

ペ
ー
ス
を
改
築
し
て
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
4
台
導
入
し
、
１
階
に
は

コ
ン
ビ
ニ
も
誘
致
し
た
。

　「
ホ
テ
ル
の
よ
う
に
患
者
さ
ん

を
お
迎
え
し
た
い
と
思
っ
て
、
外

来
棟
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
新
設

し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
評
判
は

い
い
で
す
よ
。
職
員
も
皆
、
便
利

に
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
」
と

井
川
氏
は
語
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

快
適
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

　
外
来
棟
で
は
既
設
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
改
修
の
対
象
に
な
っ
た
。

外
来
棟
に
は
も
と
も
と
、
待
合
ホ

ー
ル
に
面
し
た
位
置
に
2
台
、
少

し
奥
ま
っ
た
位
置
に
3
台
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

導
入
時
期
が
古
く
、
運
転
効
率
が

悪
か
っ
た
た
め
、
職
員
の
出
勤
時

に
は
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
、
看

護
師
の
ロ
ッ
カ
ー
室
の
前
で
人
が

あ
ふ
れ
る
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
設
置
年
数
が
長
く
な
る
に

つ
れ
段
差
の
発
生
な
ど
の
問
題
も

生
じ
て
い
た
。
財
務
部
施
設
整
備

課
長
の
井
上
修
一
氏
は
次
の
よ
う

に
語
る
。

　「
段
差
や
着
床
時
の
シ
ョ
ッ
ク
が

大
き
く
な
り
、
乗
り
場
と
か
ご
室

の
間
の
隙
間
も
広
が
っ
て
名
札
や

鍵
を
落
と
す
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
が
転
倒

す
る
恐
れ
も
あ
っ
た
の
で
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
は
必
須
で
し
た
」

　
実
は
井
川
氏
は
、
身
を
も
っ
て

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
段
差
の
危
な
さ

を
感
じ
て
い
た
。
自
ら
足
首
を
骨

折
し
て
入
院
し
た
際
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
段
差
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

国
立
大
学
法
人
島
根
大
学

医
学
部
附
属
病
院

　
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、

病
床
数
６
０
０
床
、
年
間
入
院
患

者
数
延
べ
14
万
５
１
６
１
人
、
外

来
患
者
数
延
べ
22
万
７
９
９
０

人（
２
０
１
２
年
度
）
の
規
模
を
誇

る
総
合
病
院
で
、
職
員
数
は
計

１
１
６
８
人
に
達
す
る
。

　
２
０
０
８
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

再
開
発
事
業
は
総
事
業
費
２
０
０

億
円
を
投
じ
た
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
。
新
設
さ
れ
た
Ｃ
病
棟
は
９
階

建
て
の
免
震
構
造
で
、
敷
地
全
体

で
大
規
模
災
害
に
備
え
て
い
る
。

３
日
以
上
自
家
発
電
が
可
能
な
設

備
や
、
最
大
で
１
日
43
万
ℓ
使
用

可
能
な
地
下
水
く
み
上
げ
ポ
ン
プ

を
備
え
る
。
さ
ら
に
、
立
体
駐
車

場
は
３
０
０
０
名
以
上
収
容
可
能

な
避
難
所
に
転
用
可
能
で
、
応
急

手
当
や
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
の

外
来
診
療
も
で
き
る
。

〒693-8501　島根県出雲市塩冶町89-1　TEL：0853-23-2111

DATA

井上 修一氏
国立大学法人島根大学
財務部施設整備課長

外来・中央診療棟のエレベーター乗り場（1階）
外来・中央診療棟に玄関から入ると、広々とした待合ホールがある。今回、リニューアルされたエレベーター
のうち、2台はこのホールに面した位置に設置されており、主に外来患者に利用されている。
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メ ー カ ー の 立 場 か ら

搬
送
中
の
患
者
に
予
想
以
上
の
衝

撃
を
与
え
る
と
わ
か
っ
た
の
だ
。

　「患
者
さ
ん
が
点
滴
台
を
押
し

な
が
ら
歩
く
時
に
段
差
に
引
っ
か

か
り
や
す
い
し
、
お
年
寄
り
は
す

り
足
で
歩
く
の
で
転
倒
の
可
能
性

が
高
ま
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
災

害
対
策
の
一
環
と
し
て
も
最
新
機

種
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
」

　こ
う
し
て
こ
の
5
台
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
は
真
っ
先
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
対
象
と
な
る
が
、
現
場
で
利

用
中
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た

た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
は
慎

重
に
進
め
ら
れ
た
。
再
開
発
事
業

に
担
当
と
し
て
長
ら
く
携
わ
っ
て

き
た
財
務
部
施
設
整
備
課
の
吉
田

泰
樹
氏
は
工
事
中
の
苦
労
に
つ
い

て
こ
う
語
る
。

　「現
場
か
ら
は
、
5
台
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
な
る
べ
く
早
く
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
て
く
れ
と
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
患
者
さ
ん

が
い
る
の
で
一
度
に
停
止
す
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
と
相
談
し
な
が

ら
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
順
番
を
決

め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
い

き
ま
し
た
。
結
果
、
予
定
よ
り
早

く
完
了
し
て
助
か
り
ま
し
た
。
と

は
い
え
、こ
の
間か

ん

、工
事
の
着
手
時

期
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
病
院
内
へ

の
通
知
に
は
気
を
遣
い
、
張
り
紙

や
文
書
の
配
布
を
通
し
て
周
知
徹

底
し
ま
し
た
。
今
で
は
待
合
ホ
ー

ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
2
台
が
連
動

し
て
動
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

待
ち
時
間
が
格
段
に
短
く
な
り
ま

し
た
」

　5
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
同
病
院
。
今

後
、
島
根
県
に
お
い
て
、
地
域
医

療
と
先
進
医
療
の
核
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

患者や職員のことを最優先に
考えて、工事の進捗を管理

大場 勝則
東芝エレベータ
中国支社 建設グループ
技術主任

現
場
に
１
年
半
常
駐

ゼ
ネ
コ
ン
と
協
力
関
係

　
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病

院
の
再
開
発
事
業
で
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

に
関
わ
る
工
事
の
管
理
を
一

手
に
引
き
受
け
た
東
芝
エ
レ

ベ
ー
タ
中
国
支
社
の
大
場
勝

則
は
「
１
年
半
に
わ
た
る
長

丁
場
で
困
難
は
あ
り
ま
し
た

が
、
自
信
が
つ
き
ま
し
た
」

と
語
る
。
中
国
支
社
は
広
島

市
内
に
あ
る
た
め
、
大
場
は

出
雲
市
内
に
ア
パ
ー
ト
を
借

り
、
２
０
１
１
年
10
月
か
ら

１
年
半
、
現
場
に
常
駐
し
た
。

　
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
は
、
再

開
発
事
業
関
連
で
、
新
設
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
４
台
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

９
台
、
新
設
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

３
台
受
注
し
た
。
こ
れ
だ
け

台
数
が
多
い
と
、
工
事
の
順
番

と
段
取
り
を
調
整
す
る
た
め
に
、

施
主
お
よ
び
建
設
を
担
当
す
る

ゼ
ネ
コ
ン
と
綿
密
な
打
ち
合
わ

せ
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
も
伴
う
場
合
、

ゼ
ネ
コ
ン
と
協
力
関
係
を
築

か
な
け
れ
ば
工
事
は
ス
ム
ー
ズ

に
進
ま
な
い
。
大
場
は
、
ゼ
ネ

コ
ン
担
当
者
と
良
好
な
関
係

を
構
築
す
る
の
に
注
力
し
た
と

い
う
。

　「
２
人
で
作
業
に
入
り
、
１

台
ず
つ
工
事
し
ま
し
た
が
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
台
数
が
多
い

の
で
、
順
番
を
決
め
る
の
が

大
変
で
し
た
。
同
時
に
工
事

期
間
の
ス
ピ
ー
ド
も
要
求
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
時
に
は
昼

夜
2
交
替
で
進
め
ま
し
た
が
、

私
1
人
で
す
べ
て
管
理
し
て

い
た
の
で
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は

常
に
あ
り
ま
し
た
ね
」

1
人
で
4
人
分
の

活
躍
が
自
信
に

　
病
院
で
は
絶
え
ず
人
の
出

入
り
が
あ
る
た
め
、
安
全
性

に
は
最
も
気
を
配
っ
た
。
例

え
ば
、
資
材
の
搬
入
・
搬
出
は
、

人
が
少
な
い
土
日
か
、
早
朝

あ
る
い
は
夜
間
に
行
い
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
前
の
作
業
ス
ペ

ー
ス
も
必
要
最
小
限
に
絞
り

込
ん
だ
と
い
う
。
ま
た
、
病

棟
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
工
事
で
は
騒
音
に
留

意
し
、
入
院
患
者
の
就
寝
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
夜
８

時
に
は
工
事
を
終
わ
ら
せ
る

よ
う
に
し
た
。

　
通
常
、
工
事
を
準
備
す
る

工
務
と
現
場
を
管
理
す
る
工

事
は
別
の
人
間
が
担
当
し
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
新
設
も

別
々
に
対
応
す
る
の
が
一
般

的
で
あ
る
。
本
来
な
ら
前
述

の
複
数
の
担
当
者
が
対
応
す

る
案
件
だ
が
、
会
社
側
は
大

場
の
力
量
を
評
価
し
て
い
た

た
め
業
務
は
大
場
１
人
で
担

っ
た
。目
が
回
る
よ
う
な
毎
日

と
な
っ
た
１
年
半
で
あ
っ
た
が
、

大
場
は
無
事
終
わ
ら
せ
る
こ

と
で
、
大
き
な
自
信
と
な
っ

た
よ
う
だ
。

みらい棟のエレベーター乗り場（2階）
外来・中央診療棟に隣接するみらい棟には、しまね
地域医療支援センターが入居している。エレベー
ターのドアには、エッチング加工により美しい
模様が施されており、かご室壁面の化粧鋼板には
淡いピンクで桜の花柄模様があしらわれている。

▲ドアの拡大図

▲かご室壁面の拡大図

　

12

院
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
の
介
護

事
業
者
・
福
祉
団
体
な
ど
と
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
つ
く
り
、
お
互
い

に
学
び
合
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
井
川
氏
は
語
る
。

ホ
テ
ル
の
よ
う
に

患
者
を
迎
え
入
れ
た
い

　
同
病
院
で
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

あ
た
り
、
快
適
な
療
養
環
境
の
提

供
も
重
点
項
目
の
ひ
と
つ
に
掲
げ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
従
来
6
床

だ
っ
た
多
床
室
を
4
床
に
減
ら
し
、

個
室
の
数
を
増
や
し
た
。
ま
た
、

す
べ
て
の
病
室
に
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
、
ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
な
ど
を
導

入
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
外
来
棟
に
は
、
患
者
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
女
性
の
「
外
来
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
」
を
2
名
配
置
し
た
。

井
川
氏
は
、
ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、

ス
タ
ッ
フ
の
対
応
な
ど
ソ
フ
ト
面

の
充
実
も
重
視
し
て
い
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
中
庭
だ
っ
た
ス

ペ
ー
ス
を
改
築
し
て
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
4
台
導
入
し
、
１
階
に
は

コ
ン
ビ
ニ
も
誘
致
し
た
。

　「
ホ
テ
ル
の
よ
う
に
患
者
さ
ん

を
お
迎
え
し
た
い
と
思
っ
て
、
外

来
棟
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
新
設

し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
評
判
は

い
い
で
す
よ
。
職
員
も
皆
、
便
利

に
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
」
と

井
川
氏
は
語
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

快
適
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

　
外
来
棟
で
は
既
設
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
改
修
の
対
象
に
な
っ
た
。

外
来
棟
に
は
も
と
も
と
、
待
合
ホ

ー
ル
に
面
し
た
位
置
に
2
台
、
少

し
奥
ま
っ
た
位
置
に
3
台
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

導
入
時
期
が
古
く
、
運
転
効
率
が

悪
か
っ
た
た
め
、
職
員
の
出
勤
時

に
は
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
、
看

護
師
の
ロ
ッ
カ
ー
室
の
前
で
人
が

あ
ふ
れ
る
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
設
置
年
数
が
長
く
な
る
に

つ
れ
段
差
の
発
生
な
ど
の
問
題
も

生
じ
て
い
た
。
財
務
部
施
設
整
備

課
長
の
井
上
修
一
氏
は
次
の
よ
う

に
語
る
。

　「
段
差
や
着
床
時
の
シ
ョ
ッ
ク
が

大
き
く
な
り
、
乗
り
場
と
か
ご
室

の
間
の
隙
間
も
広
が
っ
て
名
札
や

鍵
を
落
と
す
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
が
転
倒

す
る
恐
れ
も
あ
っ
た
の
で
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
は
必
須
で
し
た
」

　
実
は
井
川
氏
は
、
身
を
も
っ
て

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
段
差
の
危
な
さ

を
感
じ
て
い
た
。
自
ら
足
首
を
骨

折
し
て
入
院
し
た
際
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
段
差
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

国
立
大
学
法
人
島
根
大
学

医
学
部
附
属
病
院

　
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、

病
床
数
６
０
０
床
、
年
間
入
院
患

者
数
延
べ
14
万
５
１
６
１
人
、
外

来
患
者
数
延
べ
22
万
７
９
９
０

人（
２
０
１
２
年
度
）
の
規
模
を
誇

る
総
合
病
院
で
、
職
員
数
は
計

１
１
６
８
人
に
達
す
る
。

　
２
０
０
８
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

再
開
発
事
業
は
総
事
業
費
２
０
０

億
円
を
投
じ
た
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
。
新
設
さ
れ
た
Ｃ
病
棟
は
９
階

建
て
の
免
震
構
造
で
、
敷
地
全
体

で
大
規
模
災
害
に
備
え
て
い
る
。

３
日
以
上
自
家
発
電
が
可
能
な
設

備
や
、
最
大
で
１
日
43
万
ℓ
使
用

可
能
な
地
下
水
く
み
上
げ
ポ
ン
プ

を
備
え
る
。
さ
ら
に
、
立
体
駐
車

場
は
３
０
０
０
名
以
上
収
容
可
能

な
避
難
所
に
転
用
可
能
で
、
応
急

手
当
や
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
の

外
来
診
療
も
で
き
る
。
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DATA
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国立大学法人島根大学
財務部施設整備課長

外来・中央診療棟のエレベーター乗り場（1階）
外来・中央診療棟に玄関から入ると、広々とした待合ホールがある。今回、リニューアルされたエレベーター
のうち、2台はこのホールに面した位置に設置されており、主に外来患者に利用されている。

　



　
　心
情
を
文
字
で
表
現
し
た
、

　転
換
点
に
位
置
す
る
作
品

　『コ
ン
セ
ン
ト
』で
衝
撃
的

な
作
家
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
て

以
来
、
数
多
く
の
作
品
を
執
筆

し
て
き
た
田
口
ラ
ン
デ
ィ
さ
ん
。

田
口
さ
ん
に
お
会
い
す
る
た
め
、

待
ち
合
わ
せ
場
所
の
神
奈
川
県
湯

河
原
町
へ
と
向
か
っ
た
の
は
10
月

初
旬
の
こ
と
。秋
と
は
い
え
、ま
だ

歩
く
と
少
し
汗
ば
む
日
の
午
後
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
店
の
テ
ラ
ス
を
お

借
り
し
て
お
話
を
伺
っ
た
。

　
田
口
さ
ん
が「
私
の
忘
れ
ら
れ

な
い
本
」と
し
て
挙
げ
た
の
は『
万

葉
集
』。お
聞
き
し
て
い
る
間
、
テ

ラ
ス
の
背
後
に
鬱
蒼
と
繁
る
竹
林

が
吹
き
抜
け
る
風
に
ざ
わ
め
き
、

『
万
葉
集
』の
話
題
に
ピ
ッ
タ
リ
の

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
く
れ
た
。

　『
万
葉
集
』を
は
じ
め
と
す
る
古

典
作
品
と
田
口
さ
ん
が
真
剣
に
向

き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ

れ
ほ
ど
以
前
の
こ
と
で
は
な
い
。

き
っ
か
け
は
書
店
だ
っ
た
。

　
あ
る
時
、
書
店
の
棚
の
前
に
立

っ
て
い
て
、
ふ
と
こ
う
思
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
多
く
の
書
き
手
た
ち

の
様
々
な
作
品
が
せ
め
ぎ
合
い
、

ス
ペ
ー
ス
を
取
り
合
っ
て
い
る
。

毎
年
、
多
く
の
作
家
た
ち
が
デ
ビ

ュ
ー
し
て
は
、
い
つ
の
間
に
か
消

え
て
い
く
。そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、

い
つ
ま
で
も
棚
に
残
り
続
け
て
い

る
古
典
と
は
何
だ
ろ
う
、と
。

　
百
年
前
の
作
家
、
千
年
前
の
作

品
。こ
れ
ら
の
本
た
ち
は
な
ぜ
残

る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。自

分
も
小
説
を
書
い
て
い
る
表
現
者

の
一
人
と
し
て
、
そ
れ
が
知
り
た

く
な
っ
た
。

　
田
口
さ
ん
は
、
片
っ
端
か
ら
古

典
を
読
み
始
め
る
。そ
し
て
、
た
ど

り
着
い
た
答
え

│
そ
れ
は
今
も

読
み
継
が
れ
て
い
る
作
品
が
皆
、

当
時
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド（
前

衛
）だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。そ
の
時

田
口 

ラ
ン
デ
ィ
さ
ん
（
作
家
）

【
連
載
❸
】

『
万
葉
集
』

な以
し

田
口

待
ち

河
原

初
旬
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た
ぐ
ち
・
ら
ん
で
ぃ
●

作
家
。
１
９
５
９
年
生
ま
れ
。
広
告
代
理
店
、
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
勤
務
を
経
て
小
説
家
に
。
初
の
小
説
『
コ
ン
セ
ン
ト
』
は
直
木
賞
候
補
と
な
っ
た
。

以
後
『
モ
ザ
イ
ク
』『
ア
ン
テ
ナ
』
な
ど
の
作
品
を
次
々
と
発
表
。
エ
ッ
セ
イ
も
多
い
。

代
、そ
の
時
代
に
、ま
っ
た
く
新
し

い
こ
と
を
や
っ
た
人
た
ち
の
作
品

だ
け
が
、
今
に
読
み
継
が
れ
て
い

る
の
だ
。

　
で
は
、『
万
葉
集
』は
ど
こ
が
ア

ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
だ
っ
た
の
か
。

　「
日
本
の
歴
史
の
な
か
で
、『
万

葉
集
』は
自
身
の
心
情
を
文
字
で

表
現
し
た
も
の
と
し
て
、
大
き
な

転
換
点
に
位
置
す
る
作
品
で
す
。

『
万
葉
集
』は
万
葉
仮
名
と
い
う
も

の
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。万
葉
仮

名
と
は
、
日
本
語
を
表
記
す
る
た

め
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
の
こ
と
で
、

漢
字
を
表
音
文
字
と
し
て
使
っ
て

い
ま
す
。物
の
形
を
崩
し
て
つ
く

ら
れ
た
甲
骨
文
字
か
ら
発
達
し
た

漢
字
は
、
そ
れ
自
体
が
何
ら
か
の

意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。数
あ
る

漢
字
の
な
か
か
ら
日
本
語
の
意
味

に
近
い
も
の
を
選
ん
で
い
か
な
い

と
、
漢
字
本
来
の
持
っ
て
い
る
意

味
に
負
け
て
し
ま
う
。そ
こ
で
、ど

の
漢
字
を
選
ん
で
日
本
語
を
表
現

す
る
か
、
当
時
の
日
本
人
は
す
ご

く
悩
ん
だ
と
思
い
ま
す
。そ
う
し

た
苦
闘
の
な
か
で
独
特
の
日
本
文

化
が
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
す
」

音
読
を
通
し
て

文
字
の
封
印
を
解
き
放
つ

　
そ
れ
ま
で
、
詠
ま
れ
た
ま
ま
消

え
て
し
ま
っ
た
歌
が
、
文
字
と
い

う
記
号
に
変
換
さ
れ
て『
万
葉
集
』

の
な
か
に
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
声
に
出
し
て
読
む
。そ
の

音
読
と
い
う
行
為
を
通
し
て
、
再

び
歌
を
世
界
に
解
き
放
つ
。そ
れ

こ
そ
が『
万
葉
集
』を
読
む
面
白
さ

だ
、と
田
口
さ
ん
は
い
う
。

　「『
万
葉
集
』を
音
読
す
る
と
、
当

時
の
何
か
不
思
議
な
力
の
よ
う
な

も
の
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
」

　
例
え
ば
、こ
ん
な
歌
が
あ
る
。

　
　

　
　
石い

は

ば
し
る

　
　
垂た

る
み水
の
上
の

　
　
さ
蕨わ

ら
び

の

　
　
萌
え
出い

づ
る
春
に

　
　
な
り
に
け
る
か
も

『
万
葉
集
』巻
八
に
あ
る
志し

き
の
み
こ

貴
皇
子

の
歌
で
あ
る
。

　
田
口
さ
ん
が
こ
の
歌
と
出
会
っ

た
の
は
ま
だ
高
校
生
の
頃
。古
典

の
教
科
書
に
載
っ
て
い
た
。最
初

に
こ
の
歌
を
読
ん
だ
時
、
歌
の
よ

さ
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

た
だ
情
景
し
か
描
写
さ
れ
て
い
な

い
。
だ
か
ら
何
な
の
？
　
そ
う
思

い
つ
つ
も
、
30
年
経
っ
て
も
こ
の

歌
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
を
田
口
さ
ん
は
こ
う
述

べ
る
。

　「
そ
れ
は
音
と
し
て
、
感
動
が
封

印
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。何
年
経
っ
て
も
、
は
っ
き
り
と

し
た
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ
の
で
す

ね
。ザ
ー
ッ
と
水
が
流
れ
て
滝
に

な
っ
て
い
る
。そ
の
ほ
と
り
に
は

わ
ら
び
が
芽
吹
い
て
い
る
。あ
た

り
は
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
春
の
景
色

で
、
す
が
す
が
し
い
爽
や
か
な
感

じ
が
こ
の
歌
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。

大
し
た
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

も
の
す
ご
く
力
強
い
歌
で
す
。さ

ら
に
深
く
考
え
て
み
る
と
、
枕

ま
く
ら
こ
と
ば詞

『
石い

は

ば
し
る
』の
な
か
に
あ
る『
石い

は

』

は
大
変
強
い
言
葉
で
す
。民
俗
学

者
の
折お

り
く
ち
し
の
ぶ

口
信
夫
氏
は
、『
石
に
魂

が
宿
る
と
岩
に
な
る
』と
い
っ
て

い
ま
す
。『
垂
水
』と
い
う
の
は
、

滝
の
こ
と
で
す
ね
。『
滝
』と
い
う

文
字
は
、『
竜
』と
い
う
字
を
含
ん

で
お
り
、
そ
の
現
象
自
体
が
ひ
と

つ
の
生
命
体
と
し
て
捉
え
ら
れ
る

わ
け
で
す
。そ
う
考
え
る
と
、
意
味

の
な
い
歌
が
本
当
に
躍
動
感
の
あ

る
命
を
歌
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
す
」

　『
万
葉
集
』は
、
あ
る
意
味
で

言こ
と
だ
ま霊
の
世
界
で
あ
る
。当
時
は
今

よ
り
も
ず
っ
と
、
言
葉
そ
の
も
の

が
力
を
持
っ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た『
万
葉
集
』へ
の
関
心

が
、
直
接
田
口
さ
ん
の
小
説
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。だ
が
、同
じ
言
葉
を
操

る
こ
と
を
生な

り
わ
い業
と
す
る
人
と
し
て
、

田
口
さ
ん
が
言
霊
の
宝
庫
か
ら
す

く
い
取
っ
て
き
た
も
の
が
、
何
ら

か
の
形
で
、
今
後
の
作
品
の
糧か

て

と

な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

『
万
葉
集
』へ
の
熱
い
語
り
口
か
ら

容
易
に
想
像
で
き
た
。

　
そ
こ
で
最
後
に
、
次
回
作
に
つ

い
て
お
聞
き
し
て
み
た
。年
内
に

出
版
を
予
定
し
て
い
る
の
は
、
座

禅
を
テ
ー
マ
と
し
た
書
き
下
ろ
し

の
単
行
本『
座
禅
ガ
ー
ル
』。さ
ら

に
来
年
に
向
け
て
連
作
短
篇
や
書

き
下
ろ
し
も
準
備
中
と
い
う
。そ

こ
に
は
き
っ
と
、
現
代
の
言
霊
が

響
い
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　
日
本
最
古
の
歌
集
で
あ
る
。

成
立
年
代
に
関
し
て
は
、
正
確

な
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
。収

録
さ
れ
て
い
る
歌
の
う
ち
、
最

も
古
い
も
の
で
５
世
紀
前
半
、

最
も
新
し
い
も
の
で
７
５
９
年

と
さ
れ
て
い
る
。

　『
万
葉
集
』は
写
本
と
し
て

伝
わ
っ
た
。現
存
す
る
な
か
で

は
、11
世
紀
半
ば
に
書
写
さ
れ

た
と
さ
れ
る
加
賀
藩
主
の
前

田
家
か
ら
桂か

つ
ら
の
み
や
け

宮
家
に
献
上
さ

れ
た
「
桂
本
」が
最
も
古
い
。

編
者
に
つ
い
て
も
各
説
あ
る

が
、
現
在
で
は
、大お
お
と
も
の
や
か
も
ち

伴
家
持
説

が
有
力
で
あ
る
。

　
歌
の
種
類
は
、内
容
に
よ
っ

て
大
き
く
相そ
う
も
ん
か

聞
歌・
挽ば
ん
か歌・

雑ぞ
う
か歌
の
３
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

相
聞
歌
は
親
し
い
間
で
贈
答

さ
れ
た
歌
の
こ
と
で
、
い
わ
ゆ

る
恋
歌
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。

挽
歌
は
人
の
死
に
か
か
わ
る

歌
、そ
れ
以
外
が
雑
歌
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』

収
録
歌
数
：
4
5
0
0
余
首

巻
数
：
全
20
巻

今 回 取 り 上 げ た 本

『日本の古典をよむ 4
 万葉集』
 （小学館）

『新万葉集読本』  
 （角川学芸出版）
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　心
情
を
文
字
で
表
現
し
た
、

　転
換
点
に
位
置
す
る
作
品

　『コ
ン
セ
ン
ト
』で
衝
撃
的

な
作
家
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
て

以
来
、
数
多
く
の
作
品
を
執
筆

し
て
き
た
田
口
ラ
ン
デ
ィ
さ
ん
。

田
口
さ
ん
に
お
会
い
す
る
た
め
、

待
ち
合
わ
せ
場
所
の
神
奈
川
県
湯

河
原
町
へ
と
向
か
っ
た
の
は
10
月

初
旬
の
こ
と
。秋
と
は
い
え
、ま
だ

歩
く
と
少
し
汗
ば
む
日
の
午
後
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
店
の
テ
ラ
ス
を
お

借
り
し
て
お
話
を
伺
っ
た
。

　
田
口
さ
ん
が「
私
の
忘
れ
ら
れ

な
い
本
」と
し
て
挙
げ
た
の
は『
万

葉
集
』。お
聞
き
し
て
い
る
間
、
テ

ラ
ス
の
背
後
に
鬱
蒼
と
繁
る
竹
林

が
吹
き
抜
け
る
風
に
ざ
わ
め
き
、

『
万
葉
集
』の
話
題
に
ピ
ッ
タ
リ
の

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
く
れ
た
。

　『
万
葉
集
』を
は
じ
め
と
す
る
古

典
作
品
と
田
口
さ
ん
が
真
剣
に
向

き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ

れ
ほ
ど
以
前
の
こ
と
で
は
な
い
。

き
っ
か
け
は
書
店
だ
っ
た
。

　
あ
る
時
、
書
店
の
棚
の
前
に
立

っ
て
い
て
、
ふ
と
こ
う
思
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
多
く
の
書
き
手
た
ち

の
様
々
な
作
品
が
せ
め
ぎ
合
い
、

ス
ペ
ー
ス
を
取
り
合
っ
て
い
る
。

毎
年
、
多
く
の
作
家
た
ち
が
デ
ビ

ュ
ー
し
て
は
、
い
つ
の
間
に
か
消

え
て
い
く
。そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、

い
つ
ま
で
も
棚
に
残
り
続
け
て
い

る
古
典
と
は
何
だ
ろ
う
、と
。

　
百
年
前
の
作
家
、
千
年
前
の
作

品
。こ
れ
ら
の
本
た
ち
は
な
ぜ
残

る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。自

分
も
小
説
を
書
い
て
い
る
表
現
者

の
一
人
と
し
て
、
そ
れ
が
知
り
た

く
な
っ
た
。

　
田
口
さ
ん
は
、
片
っ
端
か
ら
古

典
を
読
み
始
め
る
。そ
し
て
、
た
ど

り
着
い
た
答
え

─
そ
れ
は
今
も

読
み
継
が
れ
て
い
る
作
品
が
皆
、

当
時
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド（
前

衛
）だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。そ
の
時

田
口 

ラ
ン
デ
ィ
さ
ん
（
作
家
）

【
連
載
❸
】

『
万
葉
集
』



　
近
代
の
お
も
ち
ゃ
の
乗
り
物
を

中
心
に
紹
介
し
て
き
た「
お
も
ち

ゃ
の
乗
り
物
博
物
史
」
は
、
前
回

で
ひ
と
ま
ず
完
結
。
今
回
は
そ
の

番
外
編
と
し
て
江
戸
時
代
に
つ
く

ら
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
ひ
と
つ
紹
介

し
よ
う
。

　
写
真
は
、
茶
運
び
人
形
、
一
名

「
茶ち

ゃ
く
み
む
す
め

酌
娘
」
で
あ
る
。
有
名
な
人
形

な
の
で
、
テ
レ
ビ
等
で
ご
覧
に
な

っ
た
方
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
主
人
が
お
盆
の
上
に
茶
器
を
載

せ
る
と
、
茶
酌
娘
は
足
を
前
後
に

動
か
し
な
が
ら
カ
タ
カ
タ
と
客
の

前
ま
で
歩
み
寄
り
、
そ
の
前
で
ピ

タ
リ
と
止
ま
る
。
客
は
お
盆
の
上

の
茶
器
を
取
り
、
お
茶
を
一
服
。

飲
み
終
わ
っ
て
茶
器
を
お
盆
の
上

に
戻
す
と
、
く
る
り
と
向
き
を
変

え
て
主
人
の
も
と
へ
と
戻
っ
て
く

る
。
茶
酌
娘
は
主
人
と
客
の
間
を

結
ぶ
、
い
わ
ば
茶
器
の
乗
り
物
な

の
で
あ
る
。
精
巧
な
動
作
は
、
人

形
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
た
歯
車

と
ゼ
ン
マ
イ
の
働
き
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

見
事
な
動
き
を
演
じ
て
み
せ
る
人

形
が
、
ま
だ
電
気
も
な
い
江
戸
時

代
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
驚

き
を
禁
じ
え
な
い
。

　
か
ら
く
り
人
形
は
、
西
洋
で
は

オ
ー
ト
マ
タ
（
自
動
人
形
）
と
呼
ば

れ
、
そ
の
歴
史
は
遠
く
ギ
リ
シ
ャ

に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
日

本
の
か
ら
く
り
人
形
も
、
も
と
も

と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
伝
え
ら
れ

た
と
さ
れ
る
が
、
日
本
の
か
ら
く

り
人
形
師
た
ち
は
、
さ
ら
に
そ
れ

を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
よ
り

優
れ
た
か
ら
く
り
を
数
多
く
つ
く

り
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

手
品
を
す
る
か
ら
く
り
人
形
、
軽

業
を
す
る
か
ら
く
り
人
形
、
あ
る

い
は
祭
礼
の
な
か
に
取
り
入
れ
ら

れ
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
役
割
を

担
っ
た
か
ら
く
り
人
形
等
々
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の「
茶
酌
娘
」も

そ
の
ひ
と
つ
だ
。

　
人
が
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ま
で
動
か
な
か
っ
た
モ
ノ
に
命

を
吹
き
込
ん
で
み
た
い
と
願
う
の

は
、
人
類
本
来
の
見
果
て
ぬ
夢
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ

の
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
創
意
工

夫
が
、
次
々
と
新
し
い
技
術
を
生

み
出
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
東
芝

の
祖
の
一
人
、
田
中
久
重
も
ま
た

「
か
ら
く
り
儀ぎ

え

も

ん

右
衛
門
」
の
異
名
を

持
つ
か
ら
く
り
人
形
師
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
そ
の
証
左
と
い
え
る
。

彼
も
ま
た
モ
ノ
に
命
を
与
え
る
夢

に
魅
了
さ
れ
た
一
人
で
あ
り
、そ
の

夢
は
、
今
も
東
芝
の
技
術
者
た
ち

の
心
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
だ
。

写真撮影：本村 世剛

茶
酌
娘
（
江
戸
時
代
末
期
：
日
本
製
）

製
作
：
田
中
久
重

所
蔵
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
久
留
米
か
ら
く
り
振
興
会

寛
政
11
年
、
べ
っ
こ
う
細
工
職
人
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
田
中
久
重

だ
っ
た
が
、
家
業
を
弟
に
譲
り
、
自
ら
は
か
ら
く
り
人
形
師
の
道
を

歩
ん
だ
。
晩
年
、
久
重
は
そ
の
豊
富
な
技
術
力
を
活
か
し
て
銀
座
に

工
場
を
設
立
。
や
が
て
こ
れ
が
東
芝
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。


